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　平成21年9月4日から12月26日の約4ヶ月間、アメリカのカルフォ
ルニア大学ロサンゼルス校(UCLA)にVisiting Assistant Profes-
sorとして短期留学させていただきました。その時に感じたことをざっく
ばらんに書きならべてみたいと思います。
　UCLAは、特に医療やバイオケミカルな分野に非常に強い印象があり
ます。マイケルジャクソンがUCLAの病院に搬送されたのは、記憶に新し
いと思います。そんな大学の気風からか、私が所属したBioengineer-
ing学科の、Prof. Deming教授の研究室もまた、有機化学・高分子化学
を行いながらも、どちらかというと医療への応用を目指しているというグ
ループでした。ここの研究室は、PD1名、修士・博士課程の大学院生6名
からなり、九大の研究室単位から比べると、非常に小さい印象を受けまし
た。しかしながら、大学院生1人1人が、確固たる技術を持っており、誰に
聞いても、専門的でしっかりした答えが返ってくるのがかなり印象的でし
た。さらに、グループミーティングの時など、お菓子やジュースが配られて
和やかな雰囲気かと思いきや、修士学生、博士学生問わず、誰もが食って
かかる質問や意見を言っているのに感銘を受けました。
　さて、私がこの4ヵ月間行ったのは、両親媒性ポリペプチドのリビング
重合とその修飾方法の開拓です。キーポイントは、両親媒性ポリペプチド
が臨床試験で利用できるかどうか、機能性材料をポリペプチドに修飾す
る簡便な手法を如何に探し出すか、というところでした。もともと、バイオ
マテリアルや高分子に興味はあったものの、まったく自分の手で取り
扱ったことがなかったので、周りの大学院生よりも劣る技術と、拙い英語
力で、本当に四苦八苦してしまいました。
　しかし、アメリカ・ロサンゼルスのウエストウッド地区、特にUCLAの
気風なのか、何か聞けばすぐにディスカッションしてくれるし、親身になっ
て様々な手法を手とり足とり教えてくれたのには、本当に感謝していま
す。おかげで、4か月という短い期間であったものの、金属触媒の合成、モ
ノマーの合成、両親媒性ポリペプチドの合成、ペプチドハイドロゲル形成
を行うとともに、機能性材料の修飾方法の条件を見出すことができ、
Deming研の学生につなげることができています。
　そんな研究生活の中、一助教として一番目を奪われたのは、UCLAの
大学制度の素晴らしさです。まず教員から学生に至るまで、個人ID番号で
管理されており、図書館、大学宿舎など、すべて1枚のIDカードで識別さ

れます。(余談ですが、このカードさえ持っていれば、指定されたバス会社
のバスに、たったの25セントでどこまででも乗れます。)また、学科の建
物の鍵は、事務員によって登録された部屋のみ開くことができる電子鍵
として一人一人に配布され（もちろんdepositをとられる）、それは各部
署の管理事務所によって管理されていました。さらに、大型機器(NMRや
TEMなど)は、専任の博士研究員もしくは教員により管理されており、そ
の人からの個人指導とユーザー登録によって利用できるようになります。
機器管理者は、測定・修理に関して、日本の業者以上の技術を持っている
ようでした。このようにUCLAでは、技術者や事務員が非常に充足して
おり、研究者以外にも多くの人件費が割かれていることに驚きました。
　九州大学もIDカードから電子錠まで、同じような制度を導入してはい
るものの、管理体制やサービスの充足という点で見劣りする印象があり
ます。昨今の経費削減、人員削減の流れの中、ますます大学教員にその負
担がのしかかり、ますます忙しくなっていくのだろうか・・とふと思いまし
た。
　以上、これまで行ったことのない分野の研究に苦闘しながら、日本とア
メリカの制度や文化のギャップを感じた、怒涛の4ヵ月間を述べさせてい
ただきました。このような貴重な機会を与えていただいた君塚教授を始
め、関係者の皆様に深く感謝申し上げます。この体験をもとに、日本・アメ
リカ両方の良いところを取り入れた素晴らしい研究体制を実現していき
たいし、その一員でありたいと切に望んで、筆をおきたいと思います。
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日本に来たきっかけは
　私は修士課程を卒業して、PDPやOLEDで用いられる機能性材料を
取り扱っている企業で働いていました。その際、あるプロジェクトの中で
材料合成の仕事を担当するようになりました。しかし、合成が思った通り
にできず、結局、そのプロジェクトは失敗に終りました。その失敗から、吸
収と発光の特性や、デバイスのfabrication、デバイスの効率の研究な
ど、頭で想像している材料を実際に作ってみなければ、次の研究段階へ全
く進めないことを痛感しました。また、この機能性材料研究を続けるため
には、有機合成の上達が必要不可欠だと気づき、更なる勉強のために博
士課程への進学を決めました。進路探しの際、有機合成の中でも機能性
材料の合成時に、多く用いられているカップリング反応の研究に焦点を
当てましたが、この分野についての知識が全くなく、困っていました。金属
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触媒を用いた交差カップリングでキーワード検索したところ、日本人研究
者の名前がついている反応が非常に多いことが分かりました。それで、こ
の分野での研究が盛んな日本への留学を決心しました。

未来分子システム科学コースでの経験について
　一番大変だったことはやはり、リサーチプロポーザルでした。でも、一人
前の研究者になるための一歩である気がして、終った後は達成感を感じ
たと同時に、独立して研究する時のスキルを学ぶきっかけになったと思い
ました。また、G-COEの国際連携特論や様々なセミナーを通じて、全く分
からなかった分野である生命科学について知識を少しずつ増やす事がで
き、生命科学の研究を行っている友達の話が少しは理解できるようになり
ました。また、G-COEから国際学会参加助成金をもらって、去年、フランス
で開催されたICOMCに参加しました。写真上でしか見ることができな
かった著名な先生たちに実際にお会いすることができ、とても有意義な時
間が過ごせました。また、ヨーロッパに行ったのは初めてでしたので、アジ
アとは異なる文化を経験することもでき、とても楽しかったです。

将来の夢
　留学前の研究テーマであったディスプレー用の材料研究を続けたいと
思っています。修士課程の時は、有機電界発光（OLED）の材料について研
究しましたが、今はOLEDテレビが売れているぐらい発展して、ちょっと悩
んでいます。また、最近は世界的な課題であるエネルギー研究、その中で
も太陽電子の研究にもチャレンジしてみるのも良いかなと思っています。

理工系に進んだきっかけ
　理系に進んだのは白衣がかっこいいなぁといった憧れと、将来ものづ
くりに携わりたいという漠然とした思いからでした。その後、多彩な原子
から多種多様な分子を生み出せる化学に魅かれ、学部を選択しました。
学部3年時に受けた授業により生物の複雑さ、面白さを知ったことをきっ
かけに生物系の研究に関心を持ち、現在所属する研究室を選びました。

未来分子システム科学コース生としての経験
　以下に特に印象に残っているものを挙げます。
　リサーチプロポーザル：諮問が非常に厳しいと聞いていたので不安で
したが、実際の諮問の場では私が提案した研究に対する、研究のプロの目
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から見た真摯で鋭い指摘やコメントをいただきました。なかには提案研究
をよりよいものにするためのアイディアなどもあり、自身では思いつかな
かったことを悔しく思う反面、先生方の発想力の幅広さに感服しました。
非常に有意義で興奮する時間でした。
　スイスでの滞在：3カ月間スイス連邦工科大学へ滞在させていただきま
した。自身の分野と異なるフィールドで研究させていただき、新たな知識
や技術を身につけることができました。また、異国での生活や現地の博士
学生との交流は自身の考え方や価値観に大きく影響するものでした。
　カナダでの学会発表：カナダのケベック州で行われた国際会議に出席
させていただきました。著名な先生方とポスター会場や食事の席で直接
お話でき、彼らの研究姿勢や研究哲学などを伺い知ることができました。
私の研究分野の先駆者で今年のノーベル賞受賞者であるProf. 
Szostakともお話することができ、感激しました。

将来の夢
　女性はライフイベントがキャリアに影響を及ぼす可能性があります。そ
の可能性を加味した上であえて道を一つに定めて、ひたすらそこを進んで
いくのも生き方の一つかもしれません。しかし私はもっと柔軟に生きてみ
たいです。「この道に進んだらこうしなければならない」といった、自身の可
能性を狭めるような考えはできるだけ排除し、その時々の私の興味や状
況により常に最優先事項を更新し、結果的に時には研究というフィールド
を離れるかもしれませんが、どんなフィールドにおいても前向きに挑戦して
いく、そんな人間になるのが私の夢です。博士課程で鍛えた論理的思考や
行動力は、どんな環境下でも自身の武器になりえると確信しています。
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